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緒 言
著者は前報開3)4)日までにおいて，ト マトの花の発育及
び形態に及ぼす幼苗期の温度，光の強さ，皇室素 ・燐酸 ・
加里の肥料要素の影響について報告した.さらに， 花の
発育及び形態に対する葉の役割についても，光合成産物
の供給器官と して重要な成熟葉と， 生長物質などを生成
して栄養生長などに重要な未熟棄とに分けて試験した結
果を報告した.
トマ トの花芽は分化期から分化後の比較的初期の段階
までにおいて，炭水化物や窒素 ・燐酸などの養分の潤沢
な供給に恵まれた場合に，各器官の分化・ 発育を増大す
るよ うになるこ とを明らかにした.
トマトは栄養生長と生殖生長とを同時に行っており，
栄養生長の状態によって花芽の発育及び形態は大きく影
響をうける.特に， 露地栽培などにおいては，定植時の
苗令や苗質及び定植後の条件によって栄養生長の状態が
影響をうける と同時に花の発育や形態も影響をうけるこ
とになる.
本報においては，定植後の縞物体の栄養生長状態と花
の発育及び形態との関係について調査した結果について
報告する.
材料及び方法
材料 品種はすべて'ひか り'を用いた.各実験とも
苗箱に播種し，子葉展開直後5号鉢に植え付け，定植時
まで温室またはガラス室内で育成した.供試個体数は各
実験とも1処理区24個体と し 15個体を花の発育状態の
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調査に用い，残り 9個体は第1花房から第6花房まで結
実させ，がく片数， 子室数などの調査に用いた.
方法実験 1.植物体の生育に伴う花房別の花の発
育及び形態
1976年3月19日及び4月16日に播種し，それぞれ58日
及び30日間育苗して5月16日に一斉に園場に定植 した.
両播種期の菌について，定植後の生育状態と第 1から第
5花房までの第1から第5花までの花の発育状態及び形
態の調査を行った.
実験 2.播種期の差異によって定植期の苗令を変えた
場合の栄養生長と花の発育及び形態との関係
1976年3月5日，19日 4月2日及び16日と時期を変
えて 4回播種し 5月16日に一斉に園場に定植した.定
植期の苗令をそれぞれ72日首， 58日商， 44日苗及び30日
商の4段階に変えた植物体について，定植後の生育状態
と第 1から第6花房までの第1から第5花までの花の発
育状態及び形態の調査を行った.
実験 3.定植期の差異によって定植期の苗令を変えた
場合の栄養生長と花の発育及び形態との関係
1976年4月2日に播種し 5月2日，16日，30日及び
6月13日と時期を変えて園場に定植した.定植期の苗令
をそれぞれ30日苗， 44日苗，58日商及び72日苗の4段階
に変えた植物体について，定植後の生育状態と第 1から
第6花房までの第 1から第5花までの花の発育状態と形
態の調査を行った.
実験 4. 下位花房の着果数を変えた場合の栄養生長と
花の発育及ぴ形態との関係
1976年4月2日に播種し，44日間育苗して5月16日に
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各実験の各処理区において，開花時の花の発育状態の
調査用の花房を除いては，各花房とも花数を第 1~5 花
の5花に制限し， 5:7!:;開花終了時にトマトトー ン 100倍
液を施与した.ただし，実験4の着果数制限の 1及び3
果区では，第 1及び第2花房において第 1花及び第 3花
がそれぞれ開花した時期にそれ以下の花を捕鯨し， トマ
トトーン処理を行った.
1.植物体の生育に伴う花房別の花の発育及び形態
3月19日及び4月16日に播種し 5月16日に定植した
植物体について，第 1~6花房の各第 5 花開花時におけ
る各花房着生部の茎の太さと花房着生部から茎頂部まで
の茎の長さ及び第6花房の第5花開花時における植物体
の生育状態を示すと第 1，2表のとおりである.
3月19日播種区においては，各花房着生部の第5花開
花時の茎径は第 1，第2花房では若干細いが，第3花房以
上では 8~9mm 程度で，下位から上位花房まではほぼ
同じような太さを示し，茎頂部までの茎長も 10~15cm 
程度である.第6:7!:;房の第5花開花時の生育状態も中庸
な栄養生長を示し，各花房着生部の茎径も 12~13mm 程
度で適度の太さを示している.
4月16日揺種区においては，定植後の生育は著しく旺
盛となり，茎は太く，葉は大きく，葉肉も厚く，過繁茂
状態の草勢を示している.各花房着生部の第5花開花時
の茎径も第 4 花房までは 16~19mmと太く，茎頂部まで
の茎長も 20cm以上となっている.
果結
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園場に定植した.第 1及び第2花房の着果数を 1，3及
び5果に制限し，株の生育状態と第3から第6花房まで
の第 1から第5花まで、の花の発育状態及び形態について
調査した.
定植期における栽植距離は，各実験とも120cmx60cm
とした.直立仕立とし，側芽は発生後直ちに摘除した.
施肥その他の管理は慣行法によって集約的に行った.
生育調査は定期的に草丈，展開葉数，花房着生部の茎
径などについて測定した.また，各花房の第5花開花時
に花房着生部の茎径と花房着生部から茎頂部までの茎長
についても調査した.
花の発育状態の調査は，各実験と も1処理区15個体を
用い 5個体ずつ3区に分け，第 1及び第2花房，第3
及び第 4花房i第 5及び第6花房と 2花房ずつに分け
て，各花房とも第1から第5花までについて行った.第
1及び第2花房調査用の 5個体では，第1及び第2花房
の第 1から第5花までについて調査して打ち切った.第
3及び第4花房調査用の 5個体では，第 1及び第2花房
に各5果ずつ着果させ，第3及び第4花房の第 1から第
5花までについて調査した.第5及び第6花房調査用の
5個体では，第 1から第4花房までに各5果ずつ着果さ
せ，第5及び第6花房の第 1から第5花までについて調
査した.花の調査は各花房とも第1花より開花に伴って
順次採取し 1花重，花柄径，がく片，花弁， 約の数と
重さ，子房重，子室数について行い，がく片数と子室数
については，他に各処理区9個体の結実させた果実につ
いても調査し，計14個体の平均値とした.
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各花房の第5花開花時における花房着生部から茎頂部までの茎の長さと花房着
生部の茎の太さ (5月16日定値)
第 1表
第 l花房 第 2花房 第 3花房 第 4花房 第5花房 第6花房
播種期茎長茎径茎長茎径茎長茎径茎長茎径茎長茎径茎長茎径
(cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) 
85 
9.5 
11.7 
20.4 
8.0 
11.6 
13.4 
20.8 
8.7 
16.0 
14.6 
21.0 
8.7 
16.4 
16.5 
23.3 
5.2 
18.6 
7.1 
24.9 
6.8 
17.7 
11.0 
36.5 
3月19日
4月16日
第6花房第5花開花時における植物体の生育状態(5月16日定植)第 2表
径 (mm)茎の部生着房花関
数
???
???
??
播穫期
第 6花房第 5花房第4花房第 3花房第 2花房第 1花房
8.5 
9.5 
368 
10.7 
14.3 
12.2 
18.2 
12.1 
20.8 
12.1 
21.8 
12.9 
21.2 
28.0 
29.6 
125.0 
155.0 
3月19日
4月16日
トマトの生育ならびに開花 ・結実一一斎藤
2 :3 4;; ;;:3 4 5 51 
花房上の開花順 1立
第 1図植物体の生育に伴う花房別の花の発育及び形態(5月16日定植)
上:3月19日播種，下:4月16日播種
・一一・第1花房， 0一 一0第2花房， 畠一一企第3花房，
ムー -，6.第4花房，十一一 +第5花房
mg 
2∞ l花重 ??，?、?? ??
?
??
?
?，
?180 
160 50 
140 40 
30 
100 20 
? ?
?ー、?
?
。 。 ? ?
?
?
??
10 
2 3 4 5 
mg 
がく片重 35 
30 
25 
20 
15 
10 
2氾O
240 
200 
180 
160 
140 
次に，第 1から第5花房までの各第1から第5花まで
の開花時における花の発育状態及び形態について示すと
第l図のおりである(花弁重，荷重及びがく片数の図示
は各実験ともすべて省略した).
3月19日播種区においては，花の発育は第1花房が最
もよく 1花重はもちろん，がく片，花弁，蔚，子房の
各器官とも最も大きしがく片数や子房の子室数も多く
なっている.上位花房になるにつれて花の各器官とも小
さくなり，がく片数や子室数も少なくなっている.いず
れの花房でも第 1花で各器官とも最も大きく，第2花以
下では開花順位の遅れるほど小さくなる傾向を示すとと
もに，花房間による差は少なくなっている.
4月16日播種区においては，いずれの花房でも花の発
育は著しく旺盛となり， 1花重はもちろん，各器官とも大
きくなっているが，特にがく片の発育が旺盛となってい
る.花の発育は第 1，第2の低位花房よりも上位花房ほど
一層旺盛となり，花の各器官とも第5花房で最も大きく
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なり，がく片数や子室数も多くなる傾向を示している.
2.矯種期の差異によって定植期の苗令を変えた場合
の栄養生長と花の発育及び形態との関係
3月5日， 19日 4月2日及び16日に播種し 5月16
日に定植した場合の植物体の生育状態を示すと，第3，
4表のとおりである.
播種期の遅い若首定植区ほど定植後の栄養生長は旺盛
となり，特に 4月16日播種の30日の若商では，定植後
の初期から生育が著しく旺盛となり， 茎が太<，棄が大
きく，強剛な生育を示し，過繁茂状態の草勢を示してい
る.各花房着生部の第5花開花時の茎径は，第4花房ま
では 16~19mm と著しく太く，~頂部までの茎長も 20
cm以上と著しく長くなっている. 4月2日播種の 44日
苗でも， 30日苗程ではないが，栄養生長は過剰な傾向を
示している. 3月19日播種の58日苗では，ほぼ適度な栄
養生長を示し，各花房着生部の第5花開花時の茎径は
369 
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各花房の第5花開花時における花房着生部から茎頂部までの茎の長さと花房着生
部の茎の太さに対する定植期の苗令の影響(播種期を変えた場合 5月16日定植)
第1花房 第2花房 第3花房 第4花房 第5花房 第6花房
播種期茎長茎径茎長茎径茎長茎径茎長茎径茎長茎径茎長茎径
(cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) 
第 3表
10.1 
8.6 
9.3 
9.5 
10.7 
13.6 
19.2 
12.7 
6.8 
8.0 
11.6 
11.6 
10.7 
13.4 
19.8 
20.8 
5.0 
8.7 
13.7 
16.。
7.0 
14.6 
24.7 
21.0 
3.8 
8.7 
14.4 
16.4 
5.4 
16.5 
22.4 
23.3 
4.5 
5.2 
12.1 
18.6 
6.5 
7.1 
17.6 
24.9 
6.3 
6.8 
11.8 
17.7 
9.9 
11.0 
17.7 
36.5 
3月5日
3月19日
4月2日
4月16日
植物体の生育に対する定植期の苗令の影響(第6花房第5花開花時に調査，播
種期を変えた場合 5月16日定植)
第 4表
径 (mm)茎の部生着房花開
数
??
草丈
(cm) 第 6花房
7.5 
8.5 
8.6 
9.5 
第 5花房
8.8 
10.7 
12.6 
14.3 
第4花房
9.4 
12.2 
16.2 
18.2 
第 3花房
9.5 
12.1 
17.8 
20.8 
第 2花房
9.8 
12.1 
18.8 
21.8 
第 1花房
12.1 
12.9 
18.4 
21.2 
28.1 
28.0 
28.0 
29.6 
110.0 
125.0 
145.8 
155.。
播種期
3月5日
3月19日
4月2日
4月16日
子室数16 
14 
+. 
皿g
30 
入、¥k可ー+-ム
溜~←~ 10 
がく片重
mg 
120 
40 
100 
80 
mg 
220 
120 
5 20 100 
80 
子室数16 
14 
子房重
25 
がく片重
、~40トコ斗寸
100 
60 
20 
80 
l花重
160 
140 
120 
100 
4 5 
花房上の開花順位
揺種期の差異による定植期の苗令と花の発育及び形態との関係(5月16日定植)( 1 ) 
上:第1花房，下:第2花房・一 .3月5日播種(72日苗)， 0一03月19日播種(58日首)，
企一-A4月2日播種(44臼苗)， +一一+4月16日播種(30日商)
2 
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第 2図
80 
トマトの生育ならびに開花 ・結実一一斎藤
mg R耳Z:qγ 
140ト¥ ¥:r 60ト ー、¥!¥¥ 20 
120 
1O+~でk 十円三お 10 
_ __1 5 
345 2 3 4 5 
ぞえ醐( 花模鉛片重 お ー1801- ¥ '¥. 1001-. 30ト¥
ヘ郎、ミ-主~ミKL¥ 1401-~ ¥ 601- '¥. -t-+_..L 20 
120トヘ¥ 込 401- "'- .... 15 
叶 1 汗γ~ 2:r : 1: 
80' :2 ~ a 1; U' ~ ~ J 5 5 
mg 
35 
25 
20 
2快kι~ι~~\'+ 15 
100 
80 
l 、'』ー よー 。l 5 
2 3 4 5 2 3 4 5 
mg 
がく片重 子房霊
30 
25 
100 
80 
4551234f 
花房上の開花順位
子室数
14 
12 
16 
14 
12 
10 
子室数
第 3図 播種期の差異による定槌期の苗令と花の発育及び形態との関係(5月16日定植)(2 ) 
上から下へ:第3花房，第4花房，第5花房，第6花房
・一・3月5日播種(72日苗)， 0一03月19日播種(58日苗)，
A一-44月2日播種(44日苗)，+一 +4月16日播種(30日苗)
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4月2日に播種し 5月2日， 16日， 30日及び6月13
日に定植した場合の植物体の生育状態を示すと第5，6 
表のとおりである.
5月2日に定植した30日苗では定植後の栄養生長は著
しく旺盛となり，過繁茂状態を示し，定値期の遅くなる
につれて定植後の栄養生長は弱くなっている.特に 6
月13日に定植した72日商では，第2，第3花房開花時頃
に生育は著しく弱く，花'房着生部の茎は細く，茎頂部ま
での茎の長さも短くなっている. しかし，その後栄養生
長はある程度回復し， 72日苗の第6花房の第5花開花時
の各花房着生部の茎径は全体に細く， 12mm前後で‘ある
が，下部から上部まではほぼ同じような太さを示してい
る. 5月30日定植の58日苗では，中庸の適度の栄養生長
を示し，各花房着生部の茎径は 15mm前後となってい
る.
次に，第 1から第6花房までの各第 1から第5花まで
の開花時における花の発育状態及び形態について示すと
第七 5図のとおりである.
定植期の早い若苗定植区でいずれの花房でも花の発育
は旺盛となり 5月2日定植の30日苗区において花の各
器官の発育は最も良好で，特に第 1~4花房のいずれの
花でも 1花重はもちろん，がく片， 花弁，約，子房の各
著書官とも著しく大きくなっている.第 1，第2花房では
特にがく片の発育が旺盛で，子房の発育はそれほど変ら
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7~9mm 程度で， 茎頂部までの茎長も 1l~16 cm程度
である. 3月5日播種の72日苗では，定植後の生育は弱
< ，特に第3花房開花期前後で第5花開花時の茎径も
4~5mm と著しく細く，茎頂部までの茎長も 5~7cm
と著しく短くなっている.
次に，第1から第6花房までの各第1から第5花まで
の開花時における花の発育状態及び形態を示すと第 2，
3図のとおりである.
若苗定植区ほど花の発育は良好となり，いずれの花房
においても30日の若苗で花の各器官の発育は最も良好と
なり花重はもちろん，がく片，花弁，蔚，子房とも
に大きしがく片数や子室数も著しく多くなっている.
苗令の進んだ首では逆に花の各器官の発育は悪く なり，
各器官とも小さ く，がく片数や子室数も少なくなってい
る.第 1，第2花房では表苗で特にがく片の発育が旺盛
となって苗令間に大きな差がみられるが，子房の発育に
は苗令による大差はみられず，がく片数や子室数にも大
差は現われていない. 第 3 ~5 花房では花の各器官にお
いて，苗令による差が大きく現われているが，特に子白房
の発育に大差を生じ，がく片数や子室数にも大差を生じ
ている.
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3.定植期の差異によって定植期の苗令を変えた場合
の栄養生長と花の発育及び形態との関係
各花房の第5花開花時における花房着生部から茎頂部までの茎の長さと花房着生
部の茎の太さに対する定植期の苗令の影響(定植期を変えた場合 4月2日播種)
第 l花房 第 2花房 第 3花房 第 4花房 第5花房 第6花房
定植期茎長茎径 茎 長茎径茎長茎径茎長茎径 茎 長茎径茎長茎径
(cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) 
第 5表
10.1 
8.6 
9.3 
7.3 
16.6 
13.6 
19.2 
12.7 
11.5 
11.6 
10.5 
9.3 
16.9 
19.8 
14.9 
14.7 
13.9 
13.7 
10.8 
7.7 
18.2 
24.7 
17.5 
11.6 
17.6 
14.4 
1u.4 
5.3 
28.4 
22.4 
15.8 
7.4 
16.8 
12.1 
6.9 
4.0 
21.8 
17.6 
10.1 
6.2 
16.3 
11.8 
4.9 
4.9 
27.5 
17.7 
6.7 
6.7 
5月2日
5月16日
5月30日
6月13日
植物体の生育に対する定植期の苗令の影響(第6花房第5花開花時に調査，定
植期を変えた場合 4月2日播種)
第6表
径 (mm)茎部生着房花 の関
数
??
草丈
(cm) 
定植期
5月2日
5月16日
5月30日
6月13日
第6花房
10.1 
8.6 
9.3 
7.3 
第5花房
13.8 
12;6 
12.8 
11.6 
第4花房
19.0 
16.2 
13.5 
11.9 
第 3花房
21.0 
17.8 
15.2 
11.7 
第 2花房
21.0 
18.8 
15.9 
11.9 
第 1花房
21.6 
18.4 
15.7 
12.6 
28.8 
28.0 
28.9 
29.4 
146.2 
148.2 
160.2 
134.0 
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第4図 定植期の差異による定植期の苗令と花の発育及び形態との関係(4月2日播種)( 1 ) 
上 :第1花房，下 :第2花房
・一一・5月2日定植(30日苗)， 0一一05月16日定値(44日苗)，
A一-...5月30日定植(58日商)， 十一一+6月13日定植(72日苗)
ず， 第 3~5 花房ではがく片の発育助長の度合は次第に
少なくなってP 子房の発育がより一層助長され，子室数
も著しく増加している.定植期の遅れるのに伴って花の
発育は悪くなり 6月13日定植の72日苗ではいずれの花
でも各器官の発育は慈し小さな花となっている.
花の形態と して，各花のがく片数と子房の子室数をみ
ると，第 1，第2花房においてがく片数，子室数とも苗
令による差はほとんど認められない.第3花房では30日
商でがく片数，子室数ともに多少多く，他の 3区では差
はみられない.第 4，第5花房ではがく片数，子室数と
もに30日苗で著しく多く，若令の進むに伴って少なし
72日苗で最も少なくなっている.
4.下位花房の着果数を変えた場合の栄養生長と花の
発育及び形態との関係
第 1，第 2花房の着果数を し 3及び 5果に制限した
場合の生育状態を示すと第 7，8表のとおりである.
第 3~6 花房の各第 5 花開花時の茎径と茎長をみる
と 1呆区で第4花房以上の着生部で茎径は太く，茎頂
部までの茎長も長くなり，栄養生長が旺盛となってい
る. しかし 3果区と 5果区ではいずれの花房着生部で
も茎径も茎長もほとんど変らず，生育に差はみられな
い.第6花房の第5花開花時の生育状態でも 1果区で
第4花房着生部で茎径は大きし中太りとなり，第 5，
第6花房着生部でも茎は太くなっており，過繁茂状態の
栄養生長を示している.
次に，第3から第6花房までの各第1から第5花まで
の開花時の花の発育状態と形態について示すと第6図の
とおりである.
第3花房ではいずれの着果区でもほぼ同様な花の発育
と形態を示し，第4花房では1果区で1花重が多少増大
している.第5，第6花房では l果区で花の各器官の発
育は増大し，特に 1花重，がく片重，子房重が増大して
大きな花となり 3果区と 5果区では花の発育と形態、に
373 
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第5図 定植期の差異による定植期の苗令と花の発育及び形態との関係(4月2日播種)(2 ) 
上から下へ:第3花房，第4花房，第5花房，第6花房・--・5月2日定植(30日商)， 0一一05月16日定植(44日苗)，
A一-...5月30日定植(58日商)，十一一+6月13日定植(72日苗)
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第7表 各花房の第5花開花時における花房着生部から茎頂部までの茎の長さと花房着生
部の茎の太さに対する下位花房の着果数の影響(4月2日播種 5月16日定植)
下位花房
第3花房 第4花房 第5花房 第6花房
の着果数 茎長茎径 茎長茎 径 茎長茎径 茎 長 茎 径
(cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) (cm) (mm) 
1 果 22.5 14.6 29.3 17.1 18.6 13.3 17.4 12.6 
3 果 22.9 14.1 25.3 13.9 16.4 10.2 16.4 9.4 
5 果 22.4 14.4 24.7 13.7 16.8 11.6 13.6 8.6 
第8表植物体の生育に対する下位花房の着果数の影響(第6花房第5花開花時に調査)
( 4月2日播種 5月16日定植)
草 丈 展 開 花房着生部の茎径 (mm)
着果 数
(cm) 業数 第 1花房第2花房第3花房第4花房第5花房第6花房
1 果 157.6 28.8 18.9 
3 果 150.6 28.2 18.1 
5 果 145.8 28.0 18.4 
ほとんど差はみられない.
考 察
同一株上で生育に伴って分化， 発育する花芽につい
て， 花房別に花の各器官の発育及び形態をみると， 58日
苗を定植した場合には，第 1花房で花の各器官の発育が
最もよく，上位花湧ほど花の発育は慈くなっている.こ
れに対し， 30日の若苗を定植した場合には，いずれの花
房でも花の発育は旺盛となっているが，上位花房ほど花
の各器官の発育は良好となっている.58日苗では定植後
の栄養生長は初期より中庸で，比較的適度の生育を示し
ているのに対し 30日首では定植後栄養生長は著しく旺
盛とな り，過繁茂状態となっている.58日苗ではp 第 4
花房くらいまでに務花は少なく，生育に伴う結実によっ
て次第に担果量が増加し，それらの果実の発育のために
吸収される養分量も順次増加する ようにな り，その上位
の花房への養分の配分供給が次第に少なくな り， 上位の
花房ほど花芽の発育が次第に悪くなったものと考えられ
る. これに対し，苗令30日の若苗を定植した場合には，
定植後間もなく栄養生長は著しく旺盛とな り， 下位花房
の結実によって次第に着果数が増加ししかも果実の肥
大がよくなって担果量が著しく増大しているが，栄養生
長は抑制されることな し 旺盛な栄養生長を続け，栄養
生長の増大とともに分化，発育する花芽への養分の供給
も充分に行われ，花の各器官の分化，発育も助長された
19.4 
18.8 
18.8 
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19.4 20.4 17.2 11.5 
17.8 15.2 13.5 9.4 
17.8 16.2 12.6 8.6 
ものと考えられる.
次に， 定植期の苗令を変えることによって，定植後の
栄養生長を異なるようにした場合，花の発育及び形態が
どのよ うに影響されるかについてみてみよう.
播種期を4固に分けて育苗して定植期を同一にするこ
とによって，あるいは播種期を同一にして育苗して定椋
期を順次ずらすこ とによって，定植期の商令を30，44， 
58， 72日と変えたいずれにおいても，苗令の若いほど定
植後の栄養生長は旺援になるとともに，花の各器官の分
化， 発育も旺盛となっている.一般に， 定植後の栄養生
長状態と定植後に分化，発育する花芽の各器官の分化，
発育とは密接に関係しているものと考えられる.定植期
に苗令が進み，下位花房の担果量が多くなるなどして，
栄養生長が弱まる場合には，花の発育が悪くなり，定植
期に苗令が若く，下位花房の担果量が増大しでも，栄養
生長は抑制されることなし 旺盛な栄養生長を続ける場
合には，花の各器官の分化，発育も増大するものと考え
られる.
著者は前報1lにおいて， トマト苗の発育段階を変えて
低温処理を行い，花の形態の基本となる子房の子室数に
対する影響を花芽の分化，発育の段階と対照して検討し
た.花芽分化直前から分化直後の状態にある花芽が低温
に最も強く感応して子室数を増加し，雄ずい形成期を過
ぎた花芽では低温にあっても子室数の増加はほとんど起
こらないことを認めた.本実験において苗令を変えて定
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下位花房の着果数と花の発育及び形態との関係(4月2日播種 5月16日定植)
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第9表 定植期における首の生育と花芽の分化及び発育状態(播種期の差異によって定植期の苗令を
変えた場合 5月16日定植)
播(苗種令期) 草丈葉展数開茎径 茎葉重 第 1花房 第2花房第3花房第4花房第5花房第6花房(cm) '!lE fx. (mm) (g) 
(372月日5苗日) 60.6 15.8 9.2 125.3 {関y 開花 花器完成 花粉形成雄ずい初生 分化期
8 8 6 4 
3月19日 46.1 12.1 7.8 62.2 {開花Z
花器完成四分子形成柱頭初生がく片形成
(58日苗) 8Y 8 6.5 5 3 
4月2日 19.7 8.2 5.7 26.4 {花粉形成Z
減数分裂 花弁形成 分化直前
(44日苗) 7Y 6 3.7 
4月16日 8.5 4.6 4.1 {雌ずい初生Z
分化期
(30日苗) 3.4 1~ -4Y 
Z 各花房の第1花の発育状態(上段共通).Y 各花房の花芽分化数(下段共通)
植した場合の花の発育及び形態の変化について，各首令
の定植期における花芽の分化p 発育の段階(第9表)と
対照してみよう.
30日商においては，第 1 花房で 3~4 花分化して，第 1
花は雌ずい初生期まで発育し，第2花房の分化も始まっ
ている.第 1，第2花房では花芽の分化及び花の各器官
の分化は定植の直前から直後に行われ，がく片数や子房
の子室数には影響が現われず，花の発育後期に定植後の
栄養生長の増大の影響が現われ，がく片の発育が著しく
助長され，その他の器官もある程度発育が助長され 1
花重も増大したものと考えられる.第3花房以上の各花
は定植後に分化，発育したことになり，定植後の栄養生
長の増大に伴って次第に花の各器官の分化，発育も増大
L.，第 3~5 花房では上位花房ほどがく片数や子室数が
増加し，花の各器官の発育も助長されたものと考えられ
る.しかし，下位花房の結実によって担果量が増大し
その後ある程度栄養生長は弱くなる傾向を示し，第5花
房のがく片の発育が低下するとともに，第6花房の花の
各器官の分化，発育の増大も低下したものと考えられ
る.
44日商においては，第 1，第2花房で数花分化，花芽
の発育も相当に進み，第3花房の分化も既に始まり，第
4花房も分化直前の状態にある.定植前はもちろん，定
植直後に分化した第 4花房まではがく片数や子室数には
影響が現われないが，花の各器官の発育は定植後の栄養
生長の増大によって第 1花房でわずかに，第2花房以上
では著しく助長されたものと考えられる.
58日苗においては，第 1花房で既に開花を始め，第2
花房も開花直前の状態にあり，第 3，第4花房で数花分
化し，第5花房も分化を始めている.定植後も中庸で適
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度な栄養生長を示しており，第61t房までのいずれの花
でも各器官の分化，発育にも大きな変化を示さなかった
ものと考えられる.
72日苗においては，第2花房まで既に開花を始め，第
3花房も開花直前の状態にあり，第 4，第5花房は数花
分化し，第6花房も分化を始めている.苗令の進行によ
る定植後の生育進行の遅延や下位花房の着果などによっ
て定植後に栄養生長は弱くなっており p 上位花房への養
分の配分が少なくなり，第3花房以上の花の各器官の発
育が低下したものと考えられる.
次に，下位花房の着果数を制限することによって担果
量を変えた場合，定植後の栄養生長と上位花房の花の発
育及び形態がどのような影響をうけるかについてみてみ
よう.
第 1，第2花房の着果数を 1果に制限することによっ
て，定植後の栄養生長が旺盛になるとともに，第4以上
の上位花房の花の発育が助長され，大きな花となってい
る.
下位花房の着果数が多く，担果量が多くなっている場
合には，下位花房の果実の肥大のほうに多くの養分が吸
引され，主茎の上部への養分の流動が少なくなり，上位
花房の花芽の発育が抑制され，小さな花となるものと考
えられる. しかし，そのような条件下でも下位花房の果
数を制限することによって，下位花房の担果量を少なく
すると，下位花房での養分の吸引が少なくなり，主茎上
部への養分の流動が多くなり，栄養生長が旺盛となり，
主茎の太さも太くなり，上位花房で分化，発育している
花芽への養分供給が多くなり，各器官の分化，発育が助
長され，大きな花になるものと考えられる.
著者は前報6)において，下位花房の着果数を多くして
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担果量を増大させても，比較的若商を定植し，定植後の
条件が良好で栄養生長が順調に進行し得る場合には，上
部の茎葉や花房への養分の流動も順調に行われ，花芽の
発育がよくなり，開花・結実に下位花房の着果数による
影響はほとんど現われないことを認めている.本実験は
4月2日に播種し， 44日間育苗して5月16日に定植した
ものであり，比較的若前を定植したことになり，第 1，
第2花房に5果着生して下位花房の担果量が増大して
も，栄養生長は抑制されることなく，第31E房以上の花
芽への養分が充分に供給され，花の各器官の分化，発育
も順調に行われ 3果区と差を生じなかったものと考え
られる.
トマトにおいて，栄養生長と花の発育及び形態とは密
接に関係しており，栄養生長の旺盛な場合に花の各器官
の分化，発育が助長されて大きな花となっている.栄養
生長の旺盛な場合には，業で生成される光合成産物が多
くなるとともに，根から吸収される窒素，燐酸，水分な
ども多くなり，これらの養分が花芽に潤沢に供給され，
花の各器官の分化，発育が旺盛とな り，がく片数や子室
数の多い大きな花になるものと考えられる.
摘 要
トマトの栄養生長と花の発育及び形態との関係を明ら
かにすることを目的として実験を行った.
1.植物体の生育に伴う花房別の花の発育及び形態
3月19日に播種して5月16日に定植した場合，定植後
の栄養生長は中庸な生育を示し，花の発育は第 1花房で
最もよく， 上位花房ほど花の各器官とも発育は悪く，小
さな花となった. 4月16日に播種して5月16日に定植し
た場合，定植後の栄養生長は旺盛となり，花の発育も著
しく旺惑となり，上位花房ほど一層良好となった.
2.播種期の差異によって定植期の苗令を変えた場合
の栄養生長と花の発育及び形態との関係
3月5日， 19日 4月2日， 16日に播種し 5月16日
に定植した場合，播種期の遅い若苗定植ほど定植後の栄
養生長は旺盛となり，花の発育は助長され， ¥， 、ずれの花
房においても花の発育は増大して大きな花となり，子房
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の子室数も多くなった.
3.定植期の差異によって定植期の苗令を変えた場合
の栄養生長と花の発育及び形態との関係
4月2日に播種し 5月2日， 16日， 30日 6月13日
に定摘した場合，定植期の早い若苗定植ほど定植後の栄
養生長は旺盛とな り，花の各器官の発育は増大し，子房
の子室数は増加した.
4.下位花房の着果数を変えた場合の栄養生長と花の
発育及び形態との関係
4月2日に播種し 5月16日に定植し，第 1，第2花
房の着果数をし 3， 5果に制限した場合，着果数の少
ない 1果区で栄養生長はH王盛となり，上位花房の花の各
器官の発育が増大した.
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Summary 
The present studies wer巴 carriedout to aSCef. 
tain the relationship between the vegetative growth 
and the development of flowers， especiaJly that of 
the ovaries， in tomato plants. 
L The relationship between the development 
of flowerand the age of the seedling at planting 
time. 
When the 30 day-old seedlings were planted， 
the vegetative growth after planting was promoted 
most vigorously， and the development of 自owers
was accelerated most remarkably and their sepals 
and ovaries attained the greatest size and their 
sepal and locule numbers increased. When the 44 or 
58 day-old seedlings which were medium in size 
were planted， the growth of the plants were fairly 
balanced between the vegetative growth and th巴
development of flowers. When the older seedlings 
379 
which were 72 day-old were planted， their vegetative 
growth after planting was weak and th巴 stemswere 
more thinner， and the development of fI口、~Ters ，vas 
suppressed accordingly， smaller flow巴，rswith smaller 
sepals and ovaries were formed and their sepal and 
locule numbers decreased. 
2. The relationship between the numbers of 
fruits in the lower clusters and the development of 
flowers in the upper flower clusters. 
The numbers of fruits in th巴 firstand second 
自owerclusters were limited to 1， 3 or 5 fruits by 
removing flower buds. As the numbers of fruits in 
the lower flower clusters decreased， th巴 vegetative
growth after planting was promoted and the devel. 
opment of flowers in the upper flower clusters was 
accelerated and the larger flo、，verswith large sepals 
and ovaries were form巴daccordingly， 
